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ローカル (地域)エ ネルギーの利用可能性について

宮崎県立延岡工業高等学校 機械科 馬  場

関

(1)は じめに

57年 度の本校の文化祭で,私 の担任するグラスでは,「 ィラス トで考えるエネルギーと未来」と

題して,主 として,未 来エネルギー ・ローカルエネルギーについて,各 自で資料を集め全員で分担し

それをイラスト・図表で表わしました。出来ばえは,い まひとつでしたが,こ れを通してエネルギー

については,か なり関心を持っている事がわかりました。私自身も以前からエネルギーについては関

心があり,新 聞 ・雑誌 ・日経メカニカル ・日本機械学会誌等よリスクラップとして関連記事 ・情報を

収集していました。生徒の集めた資料と私の保有する資料は断片的で種々雑多であり,ロ ーカルエネ

ルギーについての系統だった資料が欲 しいと思ってました。文化祭の後でしたが,そ んな折,工 業部

会の研究調査費を頂ける機会を得ましたので,研 究というより,「 原動機」などの教科指導用として

の資料あつめをする程度と考えてました。取組みをはじめたものの,目 的とする資料は,な かなか集

まりませんでした。東京に出張の折,通 産省を訪問し資料のありかを尋ねて目的とする資料が手に入

る様にな りました。有益な資料の大部分は,通 産省 ・資源エネルギー庁 ・新エネルギ財団 ・ローカル

エネルギー推進本部,及 び,宮 崎県 ・企画部 ・企画調整課より提供 (あるいは領布)し て下さったも

のでした。私が考えるまでもなく,行 政ではいろいろ取組んでいました。集めた資料の中から私なり

に構成しながら表題についてまとめてみたいと思います。

(2)エ ネルギー政策とローカルエネルギーについて

わが国のエネルギーは,大 部分を石油に依存してお り,し かもそのほとんどを,海 外からの輸入に

頼っているなど,極 めて脆弱なエネルギー構造となってます。近年の石油情勢の推移の中で,そ の弱

点を露呈しました。それ以来,エ ネルギーの問題は極めて重要度が増し,国 民 1人 1人の関心事とな

りました。ここ数年,石 油危機後の省エネ努力と 「軽薄短小」の世で産業構造も重化学工業から脱皮

し,さ らに世界的な景気低迷から経済成長 も鈍っていることによって,エ ネルギー需要の低迷を来し,

エネルギーをとりまく情勢は消費国にとっては緩和傾向にあ ります。 しかし,エ ネルギー問題は軽減

したわけでなく,中 長期的には,石 油の逼迫化傾向は避けられない。ヽヽわゆる,資 源保有国の資源温

存政策や発展途上国を中心 とするエネルギー資源消費増大などにより,需 給ギャップが 1980年 後

半から, 1990年 代前半にかけて紹来し,第 3次石油危機の到来が必至です。こういう情勢下にあ

って,国 ・県は,石 油代替エネルギーの開発,及 び省エネルギーの推進等のエネルギー諸政策を推進

してます。 58年 11月 に発表されたエネルギー政策と長期エネルギー需給見通しによると,エ ネル

ギー政策の基本的なあ り方として,適 正な需要の見通しに基づき,エ ネルギーの量的 ・価格的な安定

供給を図るため,セ キェリティの確保,エ ネルギーコストの低減,更 にはセキュリティとコスト等の
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最適バランスの確保に留意し,政 策的な補完を図りつつ,本 場メカニズムカ通じてェネルギー需給構

造を効率的に変革する。石油については,今 後 とも固有の需要分野を有する最大のエネルギー源であ

り,需 給構造の弾力化にも資するものであるが,セ キュリティの確保等の観点から,今 後とも現実的

・弾力的な石油依存度の低下が必要である。石油代替エネルギーについては,セ キュリティタコス ト

等のパランスのとれた需給構造を勘案しつつ,経 済性をも重視して,選 択的に推進する。とあります。

この時発表された長期需給見通しは表 1の通 りである。

長期エネルギー需給見通 し 通産省  5 8 年 1 1 月

守
〕宜 | |

‖沼和157+1文('人村1) itlキIⅢ65 11!1虹 llrt千1170411サ空 ‖rt和75 1il虻(拭算)

エネ′しギーーili  l k t 3.881tkせ 4.61じkせ 61じkビ+・こ1虻

エネサ↓キーサ‖|え  分
″
央 飲 1出ルk」ヒ(夕あ)

″
【 放 1品,文よヒ(ワち)

″
央 放 llli成1七(%) 歓 llPr成比(%)

9.450'デt 10,800ブメt 12.800′J t 16,000--17,000ブメt 20,と1史

1泉 ブJ 1,730ブJ RW 3,400万 KW 4,800万 柵 6.200万 KW,上,虻 16ギ出史

天 ガ ス 2,700'デk! 5,6oO万 kゼ 6,looブすke 6,400～ 6.600万 k2 ll程,度

水 力 れ
飲
梁
1,940,デX Vヽ
l,400'」博W

2,200ブ丁KW
i.800,サRW

2,400ルKW
l,950'デ柵 5

2,650カ KWfll貸
2,200ブブRWfhtl覚

5孝壇,交

40万kゼ 150ブダk? 350ブデke l 600ヽ 700カ kじ 1千セ1史

断ほ料油、新エネルギーその他 90'すkで 800ブJk! 1,900'Jkせ 4 3‐500～ 5,500万 ke 6-9

イ! 2.401せkど 2.4はkゼ 52.5 2.5はkせ 2.5～2.61こkt 4 2存
`こ
度

| 3_881とk! 100 0 46館 kせ 100 0 5 31Skせ 6 1tk[千t'賞

(注) 1 .明 t i山狼" :は9 , 4 0 0 k c aレでに 貨る。

2.抑i林1斗,山、出iエネ′Lキー、その他の欄に11、太r均ニホ′じギー、オイルサンド・シI一′レ洲|、アルコー′じ燃十1、イ「炭液化油、好快けを待む。

表 I

これによると,石 油の依存率は, 57年 の実績で 62%,こ れを 75年 には, 42%と 試算してま

す。石油代替エネルギーとしては,石 炭 (20%)。 原子力 (16%)。 天然ガス (11%)が 高く,

水力 (5%)と 同程度か,そ れ以上に,新 エネルギー ・その他 (6～ 9%で 現在の水力の倍)を 見込

んでいます。ローカルエネルギーは,こ の (6～ 9%)中 の大部分を占めると見なしても良いでしょ

う。 ローカルエネルギーとは,エ ネルギー資源の存する地域で,こ れをエネルギーに変換し,そ れを

その地域の中で消費してしまうようなエネルギーを総称するものであり,し たがって, ローカルエネ

ルギーの対象となるエネルギー資源は,太 陽光でも,石 炭でも,風 力 ・中小水力 ・地熱 ・家庭の廃棄

物でもなんであってもかまわない。これらの多くは,再 生産が可能で, しかもエネルギー供給に永続

性があり,ク リーンであることが特徴である。また,生 産されたエネルギーについても,そ れがメタ

ンガスであっても,電 気 ・熱であってもなんであってもかまわない。私たちの身のまわ りにありなが

ら,こ れまで,コ ストの面や利便性その他で十分に活用されてないエネルギーをその地域の特性を生

かした小規模 ・分散型のエネルギーとして活用されるもので, 1人 で活用する手づ くり的エネルギー

から町村単位で活用するコミュニティ (又は地元還元 ・地元福祉)的 エネルギーまで大小を問わず自

給自足型のエネルギーとも言える。グローバルに見れば,既 存の水力発電 ・石炭等の国産エネルギー
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もローカルエネルギ
ーと考えられますが,遠 くまで,大 量に輸送することから,通 常は除外されて考

えられてますQロ
ーカルエネルギーの開発利用の推進の背景としては,そ の地域のエネルギー需要を,

その地域に存在する資源の有効活用で賄っていこうとする考え方や,地 域の問題を地域で考えていく

中で,地 域の振興や福祉の向上に役立てていこうとする考え方などもあります。需要に応 じて創 り出

す (クリエイ トする 。栽培 ・耕作する)エ ネルギーとも言えます。石油代替エネルギー及びローカル

エネルギーについての国 ・県の政策ならびに予算を,図 1・ 2,表 2に ,ロ ーカルエネルギーの各エ

ネルギー別種類を図 3に ,ま た, ローカルエネルギーの位置づけを図 4に示しています。

石油代替エネルギー法

(供給目標・導入指針,新エネルギー総合開発校活)予 “ (繁:モ貧・補助全.債 務保証等 )

を」坊足寄晶輩臀群卦制.
熱排 (日本開発銀行,中 小金融公圧等)
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日―カルエネルギー関連予算 (宮崎県分 )

技
|ヨ
至
| を::)| 1全
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判
ローカル ・エネルギー開韓利用品 獄基

朝1未定|( :!器8, |ゑ
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表

57年 度

エネルメ 張
跡

姉

事 業  費

`県千車預)

100万円

語動預又

は番託積

100加

幕主主体及び

担当部局(誤)
手 車 の 内 容

全 投 頚至 海外、国内 企 画 嘉 車 景 0-カ ル ・ェネルメー開発利用の毎正 筆キ

太 陽

鍛
確

工筆 遥 鵡 高 工 振 興 誤 太陽エネルギーのIIB利用システム開登研奮

朝 県 下 曇 三 画 章 妥 施設計棄地中然交換モデル施登等登置革熊

較
確

殺台震真
韓

6.ユ( 6,I) 農 政 企 画 素 地中然変換ハウスの実用化研究

朝
1 官
輸 86.0( 43.0) 県 王 霜 廃 表 県王宮崎据廃へのソーラーシステムの澄置

企業局工務誤 県監員独身寮へのソーラーシステムの設置

中1 水ヽカ 調玉 1県  下 】田.8(1098) 企業局工務謀 水力資源開発覇韮

1 駒 試験 ギ織含農真
研究‖試験場 2 . 2 ( 2 . 2 ) |農 政 企 画 素 苦このメタラィスと,ュ水の授合による長河世弟言

1 駒
韻
確

西都市 高 工 振 業 主

朝 宮埼高 100,0( 50.0) 企 画 ヨ 主 景

事 条  貫

(県予算積)

国圧粛助軍

又は奪托題

千円

手長主 体及び

担当部局 (lR)

実早1宮靖市|( |!:8品|    1全郵と5昼五正霞

-131-



回―カルエネルギーシステム

エネルギー区分 エ ネ ル ギ ー 形 態 エネルギー変換利用例

|.太    陽

熟エネルギー

光エネルギー

太陽熱発電

太陽熱多目的利用

(ソーラーシステム)

太陽光発電

2.風    カ 運動エネルギー
風力発電

風力多目的利用

3 . 中小 水 力 位置エネルギー
中小水力発電

中小水力多目的利用

4.地    熱 熱エネルギー
地熱発電

地熱多目的利用

5 . パイ オ マ ス 化学エネルギー
アルコール燃料利用

(メテル ・エテルアルコール)

パイオガス利用

6.海    洋

運動エネルギー

位置エネルギー

熱エネルギー

波 力
渡力発電

渡力多目的利用

潮 汐
潮汐発電

潮汐多目的利用

温 度 差
温度差発電

温度差多目的利用

7 . 廃熱 利 用 熱エネルギー

却

熱

焼，コ

廃

ゴミ焼却発電

ゴミ焼却廃熱多目的利用

工場発電

所廃熱等

工場廃熱発電 ・炉頂圧発電等

工場 。発電所廃熱多目的利用

L N G気

化冷廃熱

LNG気 化冷熱発電

LNG気 化冷熱多目的利用

8 , 廃棄 物 利 用
化   学

エネルギー

家  庭

廃 棄 物

厨芥 ゴミ ゴミ処理メタン発酵ガス利用

プラステ

ック類
ゴミ処理乾留ガス利用

排せつ物
人 問 下水(し尿)処理メタン発酵ガス利用

動 物 蓄産廃棄物メタン発酵ガス利用

工  場

廃 棄 物

廃 一侵 工場廃液メタン発酵ガス利用

木 資 系
木質系廃菜物燃料利用

(オガライ ト等)

9.システム利用

化学エネルギー 水 素 燃料電池発電 (NG利 用)

複

省エネルギー都市機械システム

コミュニァィ・エネルギー・システム

トータル1ユーティリティ・システム
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図 4

(3)本 県におけるエネルギー需要と,P― カルエネルギー賦存量

56年 3月に 「宮崎県地域エネルギー開発利用調査報告書」及び,「 同様録」が,エ ンジエアリン

グ振興協会 (委員長 i東大教授 :川上秀光)と 調査委員会 (委員長 :宮大教授 :前田安己)に よって

調査されまとめられた。この調査は,地 域エネルギーの賦存量及び現状のエネルギー需要形態並びに,

その量的な把握などを行い,今 後地域社会において地域エネルギーをいかに開発,利 用してい くかを

明らかにすることを目的として実施したものである。それによると,エ ネルギー種別需要量 ・部門別

需要量 ・家庭用途別需要量は表 3, 4, 5に 示す通りである。また賦存量は表 6,図 5に示す通 りで

ある。

（
背
景
）
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エネルギー種別需要量 (54年 度 )

区 分 需 要 量 熱 量 換 算 構成 比

電 力 4 3 2 0 1 0 6 助10.5831P9倒4ユ4 %

3 3 , 7 2 8 1 0 3 ″
3 1   1 5 3

3 , 9 6 4  1   3 6

0 . 7

0 . 1

L P G 57.612  t
1   6 9 1

計
1 2 3 , 3 1 7

100.0

注 :1 .合 計にはその他 (新等 )を含む。

2  1 0 6 = 1 0 0 万、 1 0 9 = 1 0 億
表

部門別エネルギ
ー需要量 (5

〔 〕 は種別構成比、 ( )は 部門
別務威比で ともに%

運輸部F弓は、 「自動車用」及び
「その他」の計である。

ラウンドの関係でつみ上げ と計とが
一致 しない場合がある。

4年 度 )

(単 位 : 1 0 9日 )

こ 11

ユ

100.t〕(314)

7 , 3 3 1
l 生2 J (  9 . 6

1 , 0 4 5
〔84.9'(5&8

鉱 工 業 1  6 , 2 2 2

農林 水 種某 |い

り ( 1 0 甘

1 9 的挙6 斜

3.5)にl oO_0(43.4)

671 10,130

3.5)にょ阻o」(26.6)
6 6 1  6 , 1 9 6

事‖ギЦ辞Ц4甘ラ
詐 腎 認

開

引

位

晋 謡 十
噛 押

庁腎2州Ц鳥lW2型7拙lm品押

的(札
lm持押
|

|い胡い∞Ю米布例(10P埋)合  計 |｀
‐
T名ゃ
｀
する
~i′
, 1,ヽ8`521  1,832123,3よT孟晋
・
号1瑚品督tl場

0?lW)
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区  分 暖  房 冷  房 給  湯 そ の 他 計

需 要  量 476,484 7は823 19861,676 名481,772 4,89α 755

構

成

比

不  県 3&1 50.7 100.0

t参考 )
全  国

22.0 2&2 47.o 100.0

家庭用用途別エネルギー需要量 ( 5 4 年 度 )

( 単 位 i 1 0 6 幽 、 %

表

＼

＼

、‐

‐

／

／60?拓

//

図

正 ! 1  太 陽、風力、中小水力、バイイマス 経 案物、地熱は、 1年 間のを

であり、 天然ガス| =総貴であるぅ

2 .太 陽エネ′じギーtど、熱利用 と光発電 とは同時には利用でき/ tい。

3 .風 力は、地上高 1 0れ 、 2 0れ 、 3 0茂 にそれぞれ風車を設質 した

場合の試算である。

■ ラ ウンドの関係で、つみ上十デと計 とが一致 しないものがある。

表

地域 エネルギーの試算

区 分
量
＞

存

阻

賦

‐０

確
由
待

１

期
く

同 左 石 油
換 致 Ю3 羅

太 揚 熱  利  用

( 光 発 電 ) | & 9 4 9 , 0 0 0

2 3 , 1 0 0

(  3 , 3 0 0 )

2 , 4 5 7

r i  3  5  1

風 カ 地 上 1 0 ″

( 〃 2 0 ″

( 〃 3 0 ″

1 , 1 2 0

(  1 , 5 5 0 )

(  1 , 8 5 9 )

7 4 2

1 . 0 2 8 )

1 , 2 3 4 )

(

7 9

く1 1 0

( 1 3 1

中 小水カ 2,343 2,343 1     302

バイオマス

語  わ  ら
わ沈 しよでん粉

窪ぎ廃軽蕩
林 地 残 材

三十

1  9 1  9
1 . 1 5 6   i      6 8 7

1 2 6  1   1 2 6

1 , 4 0 1   1      8 2 1

0

1

7 3

1 3

8 7

廃 棄 物

，今
　
申末

ご市都

じ

2 6 2

2 0

2 8 2

2 4 1

1 6

2 5 8

2 6

2 7

士也 象
小

発 電 可 能 量

井火山性熱水

温 泉 熱 量

計

1 5 。2 2 1

6 9 0

1 2 7

1 6 , 0 3 8

1 5 , 2 2 1

6 9 0

1 2 7

1 6 . 0 3 8

1 , 6 1 9

7 3

1 4

1 , 7 0 6

天然 カス 5氏 800 65,800 7.00o

21、l

109503

X109K c舟 |

r''66アテト,｀

- 1 3 5 -



利用区分別開発利用件数

太   陽 風   カ 水   カ 地   熱 曜   熱 廃 棄 物 海 岸 その他

民 生 403 3

度 産 業

査 566 1,260 1

〈可
　
閑幽

477

525

合

計

民

業

742 1,105

1.103

1.091 2,208

(4)本 県におけるローカルエネルギ
ー利用の実態

56年 に,新 エネルギ
ー財団によってローカルエネルギー利用実態調査が行なわれた。 この調査は,

今後のローカルエネルギ
ー利用開発のための基礎資料を得るために行なったもので, 58年 にはその

後の変化をみるためのフォロ
ー調査が実施された。調査によって把握された利用件数は表 7に示す。

表 7

ローカル ・ェネルギー開発利用実態調査のまとめ
□ 太 陽エネルギー

用 途
設 置 主 体

(施設名)
所 在 地 設備の概要 節 約 効 果

置

月

れ転
年

備 考

給 湯
宮  崎  市

結合体育館
宮崎市浄土江町

ヨレクター

361文(63甫)

蓄熱槽 4.5ボ

ポイラー

190,000Kca1/h

都市ガス代

1 3 9万円/年

刀
□

57.2

給 湯

宮  崎  市

赤江老人福祉

セ ンター

宮崎市本郷高方

ヨレクター

42枚(80甫)

蓄熱槽 6ボ

ポイラー

5,826フ丁

Kca1 /年

(見込み )

給 湯

社会福祉法人

巴

あすなろの里

宮崎市山崎町

ヨレクター

40オ文(76ぶ)

蓄熱槽 5甫

ポイラー

120・駅洵Kca1/h

5,540万

Kca1/年

(同上)

給 湯

宮  崎  県

県立宮崎病院 宮
崎市北高松町

コレクター

324枚(567甫)

蓄熱槽25mコ

ポイラー

560万円/年

(同上)
58,3   1

湯

房

給

暖

都 城  市

特別養護老人

ホーム望峰園

都政市安久町

ヨレクター

28杜【

蓄熱槽

ボイラー
ほ万昨15碑|
|     |   |

- 1 3 6 -



用 途
設 置 主 体

(施設名)
所 在 地 設備の概要 節 約 効 果

置

月

設

年
備 考

給 湯 都蚊中央病院 都城市蔵原町

コレクター

40枚(70ボ)

蓄熱槽 7ぶ

ポイラー

100,000絶a1/年

石油換算

9,650ゼ/年

(見込み)

昭

58.3

給 湯 藤元早鈴病院 都蚊市早鈴町

ヨレクター

157枝(182ml)

苦熱槽 8ボ

ボイラー

石油換算

31,3402/年

(同上)

58。2

給 湯

延  岡  市

南部老人福祉

セ ンター
延岡市平原町

ヨレクター

23枚(40f)

苦熟糟 4ボ

ポイラー

80,000Xとa1/h

4,240

万kc』/年
56.3

給 湯

暖 房

離
り
の

範
ど
菊

社
み
野

J 林ヽ市大字提

ヨレクター

360枚(720m=)

苦熟槽22.5ボ

ボイラー

200,000絶a1/h
130,000

従来より約70

%の 節減
56.3

糸合 ,易

日 向  市

養護老人ホーム

ひ ま わ り寮

日向市財光寺

ヨレクター

40枚(70ざ)

苦熟槽2.lm 3

ポイラー

1側,000 Kca1/h

年間集熱量

3,477
万Kca1/年

58。3

給 湯

暖 房

|    |
|         |
|         |

1 大
悟 病 院

十
二 戦  町

ヨレクター

250枚(478ボ)

苦熱槽20m・

ボイラー

480,000絶a1/h
300,000

170万円/年

(灯油85円/2

の場合)

56。11

用 途

ここに掲載 しているのは、
れたものです。
なお、この他にソーラー

体
＞説確

設
ぐ

所 在 地 設備の概 要 節 約 効 果
設 置

年 月
備 考

通商産業省の公的施設用ソーラー ・システム設置事業費補助金を受けて設置 き

システム普及促進融資を受けて設置したもの等が県内に 1,0 0 0件余あります。

|

須木村大手中原|

|

|

ヨレクター

180枚(360 m l )

蓄熱槽18ポ(2槽)

ポイラー

200,000絶対/h

灯油換算

58ゼ/日

ヨレクター

64枚(112ボ)

蓄熱槽 10m'

ボイラー

87,000忠色a1/h

132万円/年

(灯油85円/ク

の場合)

- 1 3 7 -



本県の利用実態もこの調査と併行して行なわれた。その概要を表 8に示す。また県内の
エネルギー

マップを図6に示す。

シリコン素子

28個

出力28W

2.3kwh/年

同    上

日向野i頼灯標 高  郷  町

同    上

裸 磐 灯 標 日南市油津

シリコン素子

1201回

出力41.8W

シリコン素子

361□

出力1 2 . 5 W

シリヨン素子

141固

出力1 4 W

3 kwh/年

l mh/年

7.2酌h/年

12V25W電

球点灯 (3

秒 1閃 光)

1 1 2 V 1 0 W電

40。5 1窃′
予箔韮|

42.3 3 秒 1 閃 光
細島航路標識
事務所

島 毛 磐灯 標
廷  岡

太陽光発

電(灯台)

同    上

延岡新港高防
波提灯台

同

同    上

博 突 塔灯 標

シリコン素子

35イ固

出力3 5 W

シリコをン素子

961固

出力34.6W

シリコン素子

128個

出力46。lW

シリコン素子

104個

出力37.4W

太陽電池

(15cm×15cm)

18.lkwh/盗千 56。12

13.6kwh/年 45。2

18.lkWh/年

18.lkwh/年 51.3

同

同    上

美々津iを灯台 日 向  市

同    上

イクイ磐灯標 同

太陽光発

電(標識 )

同    上

日 向 批 榔 島

灯台

宮崎県公安委
員会

路側可変標識
1宮
崎市広島通り

電

]橋 年

十

昭

孟

1義 鋸

設備の概要千遅改毛官1 所在地

1 2 V 2 5 W電

球点灯 (4

秒 1閃 光 )

シリコン素子

18.1鮨h/年 +54.12

設 置 主 体

(施設名)
設備の概要 1節 約 効 果 一

う備
置

月

れ叔
年

-138-



□ 風 カエネルギ
ー

用 途
設 置 主 体

(施設名)
所 在 地 設lF~の続要 節 約 効 果

置

月

設

年
備  考

家 電 品

電気供給
個 人

えぴの市大字

永山

風車直径 6m
4枚羽根プロペラ

l kw発電機
パッテリー

変換器

昭

55。1

現在 4号 機

風連7～8m

で l kve電

可能  ″

固 中 小水カエネルギー

ロ バ イオマス エネルギー

圃 海 洋エネルギ
ー

用 途
設 置 主 体

(施設名)
所 在 地 設備の概 要 節 約 効 果

設 置

年 月
備  考

電気供給

日之影土地改
良区

日之影発電所

日之影町大手七
折

横 車由単 専含2射

ベ ル ト ン水 車

すこ汐に3右目aるJ車

発 電 機

ととブj2,300kw

14,908,000

kv h

( 1 0年平均)

1召

57.4

七折用水路 の
一部 を供 用 し

て発電 を行 っ

てい る。

事 ホ路 16臨

有効落 室20 9 m

原

工

香

加

線

料

1固 人

線 香 工 場

え
江
びの市大手上

水カタービン

(中型)

5馬 カ

米精 |□ 人 卜林市細野 1区

水カタービン

5 馬 カ
22

1 背 遅弘毛 件 1 所 在 地 1 設 備の概要 1 節 約 効 果
(施設名)

籍
　
　
３．Ｏｍ

み
　
　
　
・８ｍＸ

ンヽ
　
　
　
刈

ル
槽
　
３．６ｍ

右≡
ナ
す★市都西

松

プロパンガス 1昭

畜産廃棄物か

ぅのメタンガ

ス発鮮施設
プロパンガス

換算

150kり年

設 置 主 体

(施設名)
設備の概要

細 島 商 業 港 1波力発電装置 15.4柿h/年 十駒.Ю
波力発電

毬多弔
細 島 航 路 標

識 事 務 所

上十れ2撤V年十丑3
細 島 工 業港 |同    上 +7。2kwh/年  +54.3

- 1 3 9 -



固 廃 熱エネルギー

日 天 然ガス

表 8

-140-

用  途
設 置 主 体

(施設名)
所 在 地 設備の続要 節 約 効 果

設 置

年 月
備  考

電

湯

房

発

給

暖

宮  崎  市

南部清掃工場
宮崎市古城町

焼却能力

150t/日X2基

蒸発量

18モ/日×2基

最高使用圧カ

22k9/cポ

最高使用温度

280℃

出力1,200kw

給湯タンク

(熱交換器内

蔵形)1基

暖房タンク

(熟交換器内

蔵形)1基

石油換算

発電

6.2k2/日

給湯

212/h

暖房

43ゼ/11

昭57。12

場内利用

(余剰電力

は九州電力

へ逆送)

都蚊北詰県広成
給  湯 1市 田丁 オ寸 圏
冷 張 房 l i 青掃 工 場

都城市郡元町

焼却能力

100t/日X2基

蒸発量1.2t/h

圧 力7k9/cば

蒸気温度

最大 179℃

常温 170℃

|

57.9

1場内利用

1老人いこい

|の
家へ供給

|

湯

房

給

暖

進

i言

岡

掃 工

|
|

彊|
|
|

駐却有ヒカ   |
60t/日×3基1重油換算

湯
沓督拶♂ 1 2,000ク

/日

|
|

49.3 場内利用
進岡市長浜町

用 途
設 置 主 体

(施設名)
所 在 地 設l「

~の
概 要 節 約 効 果

設 置

年 月
備  考

ピニール

ハ ウ ス

加  温

佐土原町農棄協同

組合

太陽熟 ・天然ガスの

複合利用によるハ

ウス農案 システム

佐土原町大字
下那珂

ピニールハウス

30a (ア ル ミ系者

フィルム)

ガス暖房機 2台

供給配督

石油換算

40,000ゼ/年
57.11

地 域 エ ネ ル

ギ ー 開 発 利

用 モ デ ル 事

業 補 助 事 業

房

房

湯

暖

厨

冷

給

北  第  町

町営保養施設

い こ いの 家

北 郷 町 大藤

洗浄を、脱磁塔、

ガスホルダー

(450ポ)

供給配管

ガス生産量

1,400甫/日
57.3 同 上
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固定聖 コ レクタ
ー (祭熱揺 )

追尾聖太陽

電池パネル
固定型太陽

電池パネル

小容量電気

(30-100'C) (250～350・C)

太陽電池 (光電気変換)

直交変換 |

これ以外のものとして,① ,延 岡清掃工場 :廃熱利用 :文化
センター :し尿処理場 とのト

ータルシ

ステム。②,地 下水利用のハウス暖房 :宮崎市
・西都市 ・国富町。③,天 然ガスの新掘削 :佐土原町

・宮崎市生目。日南ガス日の風田
・北郷。④,天 然ガス付随泉利用による熱供給 :北郷町。⑤,太 陽

熱による乾燥空気の製造 :工業試験場。⑥,地 熱資源埋蔵
:霧島地域も①,水 力発電 :えびの市 :山

下澄昭。①,風 力適地 :日南
・高鍋 :科技庁資源調査所。③,定 温倉庫 :サ

ンシャイン計画 :県経済

連総合集配センタ
ー。①,太 陽電池街灯 :県庁前

・その他。①,風 力発電研究 :宮大。② ,畜 産廃棄

物利用メタンガス発生 :三股町
・小林市・都城市

・西諸県郡。①,太 陽熱利用ハウス農業 :野尻町園

芸組合。以上の中には,計 画中のもの建設中のも
のも含まれている。

(5)ロ
ーカルエネルギーの資源特性 ・利用の現状とその可能性

太陽エネルギーの利用法
( 1 ) 太 陽 エ ネ ル ギ

ー は 、失 別 す る と熱 エ ネ ル ギ

ー と光 エ ネ ル ギ
ー と して 利 用 きれ て い ます。

具 体 的 な利 用 法 と して :よ、

① 大 勝 外 利 用 法 水 準

( 住宅 用 、事 業 用 孝

O太 陽外発電

られ水i夫水化

0 ソーラ
ーギンド

なと
・があります。

( 2 ) 大 路
エ ネ ル ギー 利 用 の技 術 係 系 |と、第 2口

①太陽電池
のとおりです。

第 2□  太 陽エネルギ
ー利用技術体系

100
-250°C

250
～350・C

印占
甲
画
ト
ロ

―
―
画
―
□

中　
　
　
□

く太陽冷暖房拾湯技術〉        く 太陽熱発電技ゆ

〔凌費技術存環全、
「サンシャイン計画の加速的推進取■S」〕より

(太陽光発電所)

く太陽光発電技術)

-142-
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1.太 陽エネルギー

賦存量が大きく地球表面にふりそそぐエネルギー量を 20分 間完全に利用できれば,全 世界の年

間需要量をまかなえる。エネルギー密度が低く,時 間的変動が大きいためエネルギーの採取 ・貯蔵

に技術的課題がある。利用法は図 7の とおりである。かなり普及しているものに太陽熱温水器 (図

8)が あり,す でに設置累計 430万 で,現在使用されているものは推定で350万 ,こ れは全国

世帯 3,590万 の 97%の 普及率となっている。

自然循環型 くみ置き型

貯渇葛 ポールタップ
(自動倉水装置)

様授書

眼明授

妊熱甑
館
あ
官

自然循項型

塩,1簿と貯水槽が分離 しています。
i十荒現真を利用して水をイ晴環させて

太,掛外を効宰虫く吸H又します。

くみ置き型

長ネ器が貯水情を若ねています。
情造は比較的簡単ですが、保温性は

劣っています。

図 8

設置可能な条件は,① 一戸建であることヵO日 照は 1日 5時間以上,○ 積雪 10物 以下で凍結日

枚が少ないこと。この条件にあう世帯 1,400万 の 25%の 普及となっている。 ソーラーシステム

(図 9)は , 12万 弱で普及率は,そ れぞれ 0,3%・ 0,9%で ある。太陽熱発電 (図 10)は ,集

光して高温の蒸気を作 り

発電するもので香ナ|1県の

仁尾町で 1,000翻 のテ

ストプラントが運転 され

てます。 l万 観のスケー

ルアップの計画は,将 来

におけるコストダウンの

めどがたたず中止されま

した。太陽熱発電 (図 11)

は,宇 宙での通信用電源

・僻地での通信中継用電

源などの特殊用途に実用

太陽熟利用率置(冷暖房 ・給湯用太陽熱利用装置)

ボールタップ

-143-
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されているもの以外は,

モデル的設置の利用初防ミ

あるにすぎないが,将 来

は,太 陽電池のコストダ

ウンと効率アップ・長寿

命化が期待され,有 望視

されている。

反射防止摂く
n型シリコン

P型シリコン

タワー集光方式 曲面集光方式

図 10

集電電極

や電極

太揚電 池原理 図

太陽の光のエネル年
一

を電気エネルギ
ーにか

える太陽電池

(最大発電出力33W )

資料 :宮崎県統計年鑑

(昭 和 55塗再)

図 12

図 11

本県では, 日照時間が年間 2,252時 間で, 3月 ・6月 ・11月 を除いて (図12)は ,豊 富で

ある。年平均全天日射量は 3,350k辺 /材 。日,と 比較的利用しやすい環境にある。そのため,

農業においては,施 設園芸が盛んであり,生 活面での太陽熱温水器もかな りの普及を見せ,最 近で

は,公 的施設や住宅等におけるソ
ーラーシステムの導入も行なわれている。サンシャイン計画の一

環としての産業用太陽熱利用定温倉庫も研究用 として稼動している。

O_Or_∝ 代章来

京都・弔島)11の左岸に設置されている太揚エネルギ
ー灯

-144-



2.風 カエネルギー

地理的 ・時間的偏在性が大きく,エ ネルギー密度がぃい事が特徴である。古くから粉ひき,陽 水
などに利用されてきた。外国には大規模発電など取組みがすすんでいる。わが国では,通 信の中継
用電源 ・航路標識灯 ・山小屋での利用等の特殊用途が主で,一 般家庭用などの例は少ない。風速が
年平均 10″ /″Sあ れば現段階でも十分にコスト的になりたつ,風 速が 3～ 4秘/sで は,将 来と
も一般用としてはョスト的になりたたない。効率の高い大型風車の開発で,多 目的 (熱 ・圧縮空気
・水素への変換を含む)示J用

(図 13)な ど,風 の強い地

域では有望である。しか し本

県には風力適地は少ない。

日南と高鍋の一部地区で有

望との説 (科技庁資源調査所)

がある程度である。丘陵地等

の特殊な地域でのみな りたつ

と思われる。風力研究は宮大

において行なわれている。

風車の形式を図 14に ,風

事の効率を図 15に ,ま た各

種風草の比較表を表 9に示す。
図 13

患エネルギー

指 れ  用

噴 房  用

冴  用

展

ホ

平

“

形

ｎ

ｌｌｌ

為

ｈ

‐‐ｌ

ｕ

彫　　　字

″　　　林
重

ね

地

彰

ぺ

B

オランタ形

プロベラ形風車の

理論効率

坤
押
‐‐
，日
”
颯
図

自lit形

デリウス彫

形  式

プロベラ形高速 2枚具風卓

＼

オランダ4アーム杉風卓

2     3     4      5

具風運 /風速

風 車 の 効 率

〔本間琢也編 :風カエネルギ
ー読本・(19 7 8 ) ,  オーム社〕

い

　

４

へ3地用■カ
根絃エネルギー

回転力として  ポ ンプ用

麒
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各 種 風 車 の 比 較

性 ―能 構!11導製 作 コスト 出  力 安  全 環 境
|

プ ロ ベ ラ 風 卓

多 翼 形 風 車

ジャイロミル嵐車

ダ リ ウ ス 風 車

サポニ ウ ス風 年

パ ド ル 形 嵐 年

○

△

〇

〇

△

×

○

△

△

○

○

△

○

△

ｘ

△

〇

△

○

△

×

△

〇

△

○

△

〇

〇

△

△

△

△

ｘ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

△

〇

△

〇

〇

〇

表 9

3.中 水カエネルギー

降水量に左右される
一面があるが,無 限の循環エネルギーであり, クリーンであることが特徴で

ある。 日本は恵まれた水力発電国である。大規模でコスト的にな りたつ所はすでに開発されつくし

ている。しかし中小の水力は活用されないままになっている所がかなり多くある。中小水力は河)||

の自然流量を調整せずに使用する自然 (流れ込み)式 (図 16)が
一般的である。

一般家庭用などの動力

用 ・電気用としては,簡

易なものとして旧来の水

事 ( 図1 7 , 表1 0 ) や,

えびの市に現存するタ
ー

ビン水草や,水 車 ・発電

器一体のマイクロセット

2翻 から市販,図 18)

など一考の価値がある。

初期投資も大きく,関

係法規の制約も大きく,

しかも売電価格も低いの

で,既 存の電源と比べる

とコスト的にはなりたセ

に くい。しかし,買 電価

格は高いので多目的利用

ならなりたつ可能性があ

る。本県では,豊 富な水

資源を有し,既 に 44ケ

所の施設が稼動中である。

自流式 (流れ込み式)

断面田

平面図

沈
ゆ
池

駆
米
ダ
ム

発
電
所

水
Ｅ
鉄
官

上
掛
け

逆
落
と
し

図 16

図 1 7

半ズピ
;とネツ
チ

ク
中
掛
け

水■貨基8金営岳
科

中小水力はまだ河川流域に多数設置可能と思われる。将来,ダ ム・水車 ・発電器の標準化も進み

水

鴻水路(無圧水踏) '
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コストダウンが期待される。

水車効率についての引用例

水車の型式    文 献 1 文献 2

逆落とし   (Overshot Wheel)   60～ 85% 60～ 65%

中落とし  ( B r e a s t  W h e e l )    4 0 - 7 0 %   n , a .

引き落とし (POncelet lVheel)   60～ 80% 50～ 60%
i先い損おけ   (undershOt Wheel)  35～ 45%  25%

備考 :水車の型式については、図 2を 参照のこと。

文献 1は、Richard Memil and Others(ed。), ど″り ,乃坊″ァ__

勤力拓材を修ぇレF舛どaヵどaliαれ″な(Menlo Park.ca..Portola lnstitute,

1974)。文献2は、DerTnot McGuigan,S″ α′′Sご″′夕"カグ 乃 ″タァ

(Chalmington, u_K.,PhSm Press,1978)。

表 10 図 18

4.地 熱 ・天然ガス

地熱資源は賦存状況の把握が十分なされてない。熱水は地下遠元を考慮する必要がある。地熱

(温泉)水 ・熱永供給は,供 給距離は大きくとれず,あ る程度の需要密度力u、要である。また地

熱地帯の多 くは,国 立 ・国定公園内にあるので開発と自然保護の調和を図る必要がある。地熱は,

蒸気または熱水を利用するもので,温 泉や施設園芸 ・養殖業に古くから利用されてきた。浅部

(1,000～ 2,000初 )地 熱を利用した発電は実用段階 (表11)に あり,合 計 215,000

翻が運転されている。地熱発電の適地は,北 海道 。東北 。九州に限手されている。サンシャイン

計画では,深 部 (2,000れ 以上)に ある高温岩体を利用して蒸気を作る研究等がすすめられて

いる。

わが国の地熱発電所

日本 重化学工業( 抑

九 州  電  力 〔抑

三 菱  金  属  働

電 源 開 発 伸

九 州  電  力  陶

日本 重化芋工業( 抑

東 北  電  力  1抑

( 抑杉 乃 井 ホ テ ル

遭南地熱エネルギー1抑

北 海 道 電 力 t 抑

所 在 地
1 出
力 ( k w ) |

岩手県松尾村 1 仏 ∞o  l

大分県九玉町 1   12,500    1

秋田県鹿角市 1   10,o00    1
宮城県鳴子FT 1   12,500   1

主歴掛1丑撚 |
大分県別府市

-   3 , 0 0 0     1

北 海 道 森町 1   5 0 . 0 0 ( )   |

1     215,000        1

社 発電所名 |

再 根 田

杉 乃 井

森

運 転 中

川

岳

沼

首

原丁

松

大

大

鬼

八

卓去

4 1 年

4 2 年

19年

5 0 年

5 2 年

5 3 年

5 6 年

57年

合   計 十  1
1       1

調 年 3月現在)

表 11

発電に利用した蒸気や熱水を利用 した多目的利用 (図 19)が 有望である。本県では,え びの

地区で浅部地熱が有望である。日南の風田地区では温泉掘削中で将来はレクレーション地域とし

マイクロ水車
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ての構想もあります。

天然ガスは通常ロ

ーカルエネルギーの

対象として扱ってま

せんが,本 県の場合

は,特 にローカルエ

ネルギーとして位置

づけている。全国で

も有数の天然ガス地

帯を有するが開発利

用はごく
一部である。

温水 とともに噴水す

る共水性ガスで期待

可採量は,宮 崎ガス田 (図 20)

期待可採埋蔵量試算範囲図

暖冷房 (老人ホーム)

暖房 (植物園)

図 19

8億〃,日 南ガス田が 7億〃と推定されている。石油換算

700万 k〃 である。利用状況は,佐 土原町において

は,企 業開発により,天 然ガスは宮崎市及び周辺施設

の都市ガスとして,温 水の一部は周辺公共施設等に供

給されている。北郷町では,町 が開発を行い,す でに

温水は,温 泉として公共施設等に供給されており,現

在空中放散している天然ガスを公的施設の熱源 (給湯

・暖房 ・冷房 ・厨房)と して利用するための事業が行

われている。ガス採取に伴う地盤沈下 ・排水処理等配

慮すべき問題もある。

地熱多目的利用

が 6

暖冷房 (病院)

極垂垂審ヨ
1魁 之原
ジ
と賊
【処イスの富 土原

鋲肥

暖冷房 (工■)

暖冷房(学校)

きのこ裁培所

加温表殖池

暖房 (畜舎)

マ

油津レj

図 20
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5.パ イオマスエネルギー

地球上に育 った生物 (動物 ・植物)か ら生成 ・排出される有機物質を直接然焼 ・ガス化 ・アルコ

ーノL/Tヒ等によリエネルギー変換 して活用する資源である。種類及び利用形態を図 21に 示す。

巳
／／

バイオマスエネルギー

直 接 燃 料
(薪・ォガライト)

牛、琢、鶏等の

排泄物

＼

そ の  他

計
リ
ー
ー
ー
ー
ー
ｔ

去
」

，わ

う

麦

甘

び

・り皮

材

樹

ズ

端
　
ヽ

ク

の

材

ガ

材

伐

オ

製

間

しょ、さと

、稲わら、

＼

廃材炭化 ,ガ ス化 |
(木炭 ・炭化ガス)

林業資源は薪 ・炭として活用されてきた。

サ トウキビ ・サツマイモからのアルヨール

製造も実用段階に達しているがコス ト高で

ある。ユーカリや青サ ンゴなどから油を抽

出する研究が行なわれている。

主な利用例 (畜産廃棄物以外の廃棄物を

含む)を 表 12に 示す。パイオマスの活用

は,環 境問題 (特に畜産公害)の 解決の一

助になるとともに,自 然の再循環としての

価値もあり,単 なるエネルギー問題にとど

まらない。図 23に それを表わしている。

本県は農業 ・林業 ・畜産が盛んでパイオ

マス資源は比較的豊富である。小林 ・都城

植物燃料油

図 21

動物廃棄物のメタンガスイ断け用 (図 22)は 実用段階。

図 22

司

の畜産地帯では家畜ふん尿のメタンガス化が有望しかし既存のエネルギーと比べ利便性で劣るので,

アルヨール発醗

語岸日 1地ち と床R'房

カス処 I甲1嗜

=唾 用
カスホイラー  ■ ス

家唾射Rマ弔ヤ合′号用
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農家における日常生活用エネルギ
ー源や農業畜産のエネルギー源として可能と思われる。

表 12

林産資源の間伐材は今のところ

燃料としてよりも他の有益な活用

が行なわれている。

宮大では,ネ ピアグラスからア

ルヨール抽出を研究中である。

ハイオマス資源の再利用

図 2 3

廃 要 物 の 主 な利 用 例

区 分 事 宗 主 体 専 所喝 専万用

メタンER革

山形県神町泉典協周組合

三芳承苫ふん尿廷IE狙合

高

市

立

生桐

市本濡

神町新日メタンガス利用組合

日 立 市 滑 川 処 理 l B

相 生市境野町三 ツ堀会館

愛  嫁  県  東  予  市

服 本 市 秋 津 下 水 処 I t t  t 8

豚200頭分のふん尿をメタンna財させ.豚 舎の収房及び家庭のHI里用に利用

し尿のメタン自R部により,距 投内の照明及t/消化旧の加温等に利用

発  電  子 出 力 37M     ″

助4カのし尿をメタンBa研させ,握 焼常にと,温水を作 |・ 坂房 ・冷房・格;うに利用

豚500頭,子L牛85頭のよん尿をメタンSPHさ せ.発 電 (各装置の運転利用)や百書の

吸房に利用

発電能力 : 300XW/日

下水楽末処理に伴う発生メタンガスを利用して,下 水汚泥消化村の加温に利用

直 接 魅 娩

苦 産 開 発 公 社

佐久 市花 さ園 = 組 合

葛 飾 月 母  工  も

市野玉 遠 野 市 た が じ ろ 水 光 田

岩 手 県 田 頭 泉 協

長 野 県 佐 久 市

東 京 都 葛 飾 区

木賀系廃棄4カを避燃焼方式炉で経焼 し,温 水を作り多層畜納tBに言鳥のうえ・宿泊

距投の坂房格あに利用

lt☆を魅焼させ70°C～ 80°Cの温水を作り,■ 書の床域房を行う.取 たの灰は農枕用

に,1として利用

産宗廃棄4うの廃タイヤを燃焼させよ水を作り,図 =湾 投用のガラスハウスの加温に

利用

'H輝工地で発生するゴミの焼剖納を利用して発電 (12 , 0 0 0 M )を行う。このような

ゴミ焼剖晃電所は全国で20ヶ所ほどあり,構 出力tと狗62, 0 0 0冊

淋 分  材

都東

，

問

問

民

　

民

東京都工典技術セ ンター

は  質  県  長  浜  市

千票県船ほ市北部, 1 掃工鳩

産廃プラスチックを燃f斗油とアルキルベンゼンに分解し。再利用する技術を開発す

かため,S6年度から3かヽ 年11画で実寛予定

廃タイヤを'80 0ミリパールの気圧に保ってガス化させ工泉用に利用

ゴミの納分解処理によってE4生するガスを都市ガスの原料として利用できることを

実正プラントにより57年,5 8年の 2か 年11面で確材L研究開発や

わう。もみから

ての他 震 楽廃 棄 物

畜産反菜物

繁  檄
メタン完酵装置
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廃棄物 ・廃熱エネルギー (畜産廃棄物はバイオマスと考える例が多い)

ゴミを燃やすときの熱や工場の製造過程で排出される熱はエネルギーとしての利用可能性を持っ

ている。廃熱利用の例を図 24に 示す。

ゴミ焼却では発電及び公共施設 ・地

域住民への熱供給の実用例が多い。発

電の場合は,ゴ ミ量が 150ト ン/日

以上必要である。人口 15万 人から可

能である。それ以下は熱水給水となる。

300ト ン/日 の場合の例 (試算)を 表

表 13に 示す。多目的利用が最 も有利

である。近年は住民対策用としての熱

供給の例が多い。工場廃熱による熱供

給の例もある。家庭排棄物 ・排せつ物

・工場からの廃棄物 ・廃液などよリメ

タンガスを発生させる例 も実用段階に

達している。 LNG気 化熱利用の例もある。

工場廃熱

供給システム 宅ん
号

竹

支

伸

揺

ヒ

ー

ト

ポ

４

フ

図 24

廃 執
小
禾」用

廃熱利用計画表

設  備  名  称 や臭幾
1 規 模 当 り使 用 熱

量 ま た は 蕪 気 二
箱 要

150t//24hX 2炉
堪 故 ま た は 裁 生 吾

海 水 淡 水 化 多較 フ ラ ンシ ユ 法 遠水 9 t /蒸 気 l t 4,150t/日

製 氷 ターピンターボ'令凍機
1基 当 ')有ヒカ
100 t /日 程度

圧 力17kg//胡 245℃
`in去 、 650t/日

尭 電 ター ビ ン 発 電 機 同 上 2.400KW(と 主)

,員 室
全耳n J ガラ ス援 3 3 0 m `
4 0 mと ×8. 3 m W  X 3 m H

2.75X10° Kc a1/日 室   'ユ  20・C
外  宝  ,登  -3・ C

100+東

ヤ令 室 上 11.76× 106 Kca1//日
口
」
日
」

気

室

外
15・C
32‐C

23存東

地 投 暖 房 3   D   K 0_15× 10°Kca1/日 電    7ユ  20・ C
本 気 i嵐  0・ C

1,8oO声

ナ也  〕 成   '令   房 3   D   K 0.26× 106 Kca1//日
宮
」
且気

室

外
25・C
32・C

1.040戸

地   域   キ 告  湯

期 存合ヤら'員チ支 60° C

ネ含 iあ 主 80′ /人 ・日

49,700ハ 、

吏 潮 64.6oOノ 代

温 水 ブ ー ル

夫 人 用 5 0 m  X  9 ヨ
ー ス 38,40X10・ Kca1//日

日注冷 房 設 置
公 式 範 泳 飛 込 吉 付

7召面

′! 人ヽ 用 2 5 m  X  1 2 m 14.60X106 Kca1/日
B 理, 合房 裁 1膚

飛 込 台 付
18面

アイス スケー ト鵜
ス ヶ ― 卜面 積  1.800辞

床    面    千 費 2.376ポ
170t//日

冬 スケー ト面成 行
夏   ″     20・C

3百遍

ヘ ル ス セ ン タ ー 1日 入すら人買500人程度 10.70× 10じKc a1//日
じ堤i合グテ李H篇
浴 用す ウナイ寸

25ナら

然 符 植 物 園
全面 ガ ス張  3 3 0 ず
8 , 4 m正 八角形 × 8  m h

4.03× 10S Kca1//日
室    温  20・C
外 気  温  -5・ C

67キ東

庄 ) 優 水 ター ビ ン

排 気 圧 カ

0 , 3 k 8 ン/ c n f  a  b s 主
主
注
”中中車れ

ご
蒸
・
・
・

1.4ooKca1//kg
1 9  k g / 胡g    ' ユ 度2 5 0 ' C ( 過然泰気)
3 1 0 . O  X  1 0 6    K c a 1 / 日( 慕気5 3 0 t ) 1 0 0 %
40,3X106        ′ ′   t ,  69t) 13ワ ぢ
269.7× 10°       ″   ( ' 461t) 87ワ ち

本県では,焼 酎廃液からのメタン発生が工業試験場で研究されている。宮崎南部清掃工場で発電

及び施設園芸への熱水供給が行なわれ,延 岡市の清掃工場では,し 尿処理場 。文化センターとの複

合給湯 ・冷暖房システムが建設中である。
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7.海 洋エネルギ
ー

波力 ・潮汐
・温度差 ・

エネルギー密度が低い。

小規模な波力は航路

標識用ブイ
・無人灯台

など古 くから実用化

(図 25)さ れている。

温度差発電は 20度 ぐ

らいの温度差が必要で

実験段階 (図 26)で

ある。潮汐は 5れ以上

の潮崖で有力であり,

フランスのランスで実

表層温米 下
温度差20モ前後

上

図 26

海流などによるエネルギ
ーで,

波力発電のしくみ

大きな賦存量があるが,地 理的に偏在し,

午4イ

ホィッスル ・ブイ型波力発電機

用化 (図27)さ れている。いずれの場合も海水による材料
の腐食や送電に問題がある。

本県では,宮 大で,流 速を利用した水車発電が研究されて
いる。

海洋温度差発電のしく
み

ドレン
セパレーター

潮汐発電のしくみ (干潮時の1動き)

図 2 5

口

一

冷
海
水
イ
ン
プ

/｀ 深層冷水

図 27

(6)ロ ーカルエネルギ
ーを考えるのに参考になった資料

① 手 づくり自然エネルギ
ー :市民エネルギー研究所編 :亜紀書房 :1,200円 :市民レ

ベルの手づ

くリエネルギーについて,着手した動機
・費用 ・採算性その他について55例 をわかりやすい図表

入りで紹介している。

② 倉J子新エネルギ
ーアイデア:蓑田著 :工業調査会 :1,390円 :特許許可されたアイデアを

77

例紹介

③ 小 水力発電読本 :石崎
・古市共著 :オ

ーム社 :2,900円 :小水力建設に関する全般をわかりや

すく解説 :準専門書

④ 太陽エネルギ
ー読本 :日本太陽エネルギ

ー学会 ,オーム社 :2,200円 :準専門書

⑤ 風 カエネルギ
ー読本 :本間著 :オ

ーム社 :準専門書

発電機

堅!メ
ィ 空気タービン

／弁拓　
弁
〕ゝ

渡で水面が上がつたとき

ターピン発電器

-152-



⑥ 自 然エネルギ
ー :本間他 2人著 :共立出版 :1,900円 :基礎知識の解説

⑦ 水 力発電のすすめ :資源エネルギ
ー庁水力課 :民主生活社 :2,500円

③ 小 型風車ハンドブック:牛山
・三野共著 :パワ社 :3,800円 :専門書 :製作図付き

③ 石油代替エネルギ
ー便覧 :資源エネルギー庁 58年 版 :1,700円

① 小 型風事の実験と工作マニュアル :津田他2人著 :オ
ーム社 :2,500円 :風車に関する基礎知

識から製作と実験についてのわかりやすい解説書

① 日 本の水車 :黒岩他2人著 :ダイヤモンド社 :専門書

⑫ 水 事の四季 :室田著 :日本評論社 :2,300円 :150枚 の写真と解説

⑬ 宮 崎県地域エネルギ
ー開発利用調査報告書 (及び同要約):財 団法人エンジエアリング振興協会

:非売品 :地域エネルギーの賦存量及び現状のエネルギ
ー需要形態並びにその量的把握を行い,今

後地域エネルギーの開発の方向性を明らかにするために実施したもの。需要量調査,賦 存量調査 i

開発利用可能性調査よりなるっ

⑭ 宮崎県地域エネルギ
ー開発利用事業化可能性調査 (及び同要約)i宮 崎県企画調整部 :非売品 :

施設園芸における太陽熱と天然ガスの複合利用システム,畜産廃棄物及び焼酎廃液からのメタンガ

ス利用システムについて,エ ネルギー需要の実態に即応したロ
ーカルエネルギーシステム確立の可

能性について検討するため,適地調査,事業化フイジビリティ調査,事業計画作成調査を行なった

もの。

① 宮 崎地域エネルギ
ー開発利用啓蒙普及促進調査報告書 :宮崎県企画調整部 :非売品 !県内におけ

るP一 カルエネルギー開発利用の啓蒙普及のため,宮 崎学園都市をモデルランドとして位置づけ実

用型モデル及び教育研究モデルについて検討 しているの

⑩ 広報読 「エネルギーみやざき」:企画調整部 :季干」:県内のエネルギ
ー情報誌 :非売品

① ローカルエネルギ
ー機器ハンドブック:新エネルギー財団 :Pニ カルエネルギ

ー利用のための機

器ハンドブック, 1ページに1～2の機器についてのデ
ータをのせている。

⑬ ローカルエネルギー開発利用実態調査:新エネルギ
ー財団

⑭ ロ ーカルエネルギー開発利用の手引き:新エネルギ
ー財団:事例調査の中より代表的な15例 に

ついて,開発利用の動機 ・費用 ・代替効果などについて解説している。

① 広報誌 「ローカルエネルギ
ー」 :季刊 :新エネルギー財団:全国のロ

ーカルエネルギーの情報誌

:年間2,000円

④ ローカルエネルギーマップ「九州編」 :福岡通産局

(7)見学もしくは訪問先

①,延岡測候所 :気象データ (特に風について)② ,延岡市南老人福祉センタ
ー:ソーラシステム

①,日向市企画課 :行政のとりくみ ① ,延岡市企画課 !行政のとりくみ ⑤ ,延岡市清掃工場 :

廃熱利用 ③ ,大分県企画課 :情報提供の依頼 ①,宮崎県企画調整部 :県内情報提供の依頼

③,森林組合:間伐材の利用について ③ ,秋田木材機械製作所 :各種廃棄物ボイラ ① ,工業試

験場:研究発表 ・講演受講 ① ,えびの市の水車 ;見学 ⑫,通産省石油代替エネルギ
ー課 :新エ

ネルギー財団の紹介を受ける。 ① ,新エネルギ
ー財団ローカルエネルギー推進本部 :全国情報の
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提供を受ける。 ⑭ ,国 立国会図書館 ①,大 分県宇佐郡院内町 :ミニ水力発電 230邸 :見学 :

水力精米所 2ケ所 :見学

(8)ロ ーカルエネルギー開発利用上の課題

石炭から石油への転換を大胆に進めたわが国は,石 油は,そ の利便性 ・低価格で高度経済成長の支

えとなったも使いすてという言葉をも生み出す程にまで,エ ネルギーをはじめ,大 量に消費すること

に慣らされてきた。そのため,エ ネルギー密度 ・利便性で劣るローカルエネルギーはほとんどかえり

みられなかった。今,こ れを見直おそうとしても,い ろいろな問題がある。

①,考 え方 !石油はあと30年 で枯渇すると言われて久しいが,年 々真実性をもって迫ってきた。原

子力はその資源の有限性と処理の困難さで,石 油の当面の一部代替的役割しかになえない。核融合

はあと20年 。30年 で利用可能といわれて30年 経過した。今では, 21世 紀中期以後と言われ

ている。石油 ・原子力 ・核融合に依存しあるいは期待をかけつつも,我 々 1人 1人がエネルギー間

題を考えることによって,我 々の生活のあり方,生 産のあり方を考え直す事も大事である。コスト

・利便性のみでなく,自 然のエネルギーを受けとめ,そ れで生活を営むという思想が望まれる。

②,技 術の確立 :大規模技術開発に偏りすぎた現状の技術はある面では高度発達しながらも,小 規模

・低密度 。経済性 ・時間的変動に対処すべく技術は未発達である。この方面の技術開発が望まれる。

③ ,コ ストダウン :標準化 ・量産化が不十分なため機器類はかなりのコスト高である。需要力Y申びれ

ば,大 幅なコストダウンが期待される。また,一 般にはスケールが大きい程有利であるが,ロ ーカ

ルエネルギーに関しては,必 ずしもそうばかりでなく,手 づくり的利用でコスト的に十分みあってい

いる例も多い。このことは,需 要と供給を自らコントロールすることによってコスト的にみあう利

用の仕方があるという事を示している。

④,制 度 :現制度は大規模集中型の供給システムの保護育成などを前提としたものが多く,ロ ーカル

エネルギーの開発には各種の制約がある。これらの見なおしを行い,制 度的裏付けはもとより積極

的な推進策が望まれる。

⑤,情 報 :各地で個別に開発利用されている。そのため失敗例 ・成功例や技術情報 ・利用のあり方,

開発のすすめ方などの情報が孤立しがちである。情報交換を促進させる手だてが必要である。

⑥,利 用 (開発)主 体 :既存の供給事業者からエネルギーを購入使用という形でなく,供 給者と利用

者が一体であるというのがローカルエネルギーの特徴である。これにはリーダーシップをとる推進

者が必要である。地方自治体がその役を担うべきである。

(9)お わりに

使用した図表は主として前述の資料から引用しました。本件に関しまして多くの方々のお世話をい

ただきました。お礼申し上げます。ありがとうございまし名
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